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This product does not meet the requirements specified in the EC Directives which are the EU safety 
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① 安全上のご注意 

 
● ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

● この取扱説明書に示した注意事項は、機器を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害

を未然に防止するためのものです。 
● この溶接機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説明書の

注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重大な人身事故

を引き起こす場合があります。 
● 機器の取扱いを誤った場合、いろいろなレベルの危害や損害の発生が想定されます。この取扱説明書の

記述では、そのレベルをつぎの３つのランクに分類し、注意喚起シンボルとシグナル用語で警告表示し

ています。これらの注意喚起シンボルとシグナル用語は、機器の警告ラベルにも全く同じ意味で用いら

れています。  
注意喚起シンボル シグナル用語 内   容 

   

高度の危険 

 

取扱いを誤った場合に、きわめて危険な状態が起こる可能性が

あり、死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。 

   

危   険 

 

取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、死

亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。 

   

注   意 

 

取扱いを誤った場合に､危険な状態が起こる可能性があり､中

程度の障害や軽傷を受ける可能性が想定される場合および物

的損害のみの発生が想定される場合。 

・ 注意喚起シンボルは、一般的な場合を示しています。 

・ 上に述べる重傷とは、失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が

残るものおよび治療に入院や長期の通院を要するものをいいます。また、中程度の障害や軽傷と

は、治療に入院や長期の通院を要しないけが・やけど・感電などをいい、物的損害とは、財産の

破損および機器の損傷にかかわる拡大損害をいいます。 
 
さらに、機器を取り扱ううえで、「しなければならないこと」、「してはならないこと」を下記のとおり表示

しています。 

   

 

 

強   制 

 

 

 

しなければならないこと。 
 

たとえば、「接地工事」など。 

   

禁   止 してはならないこと。 

         ・シンボルは、一般的な場合を示しています。 
 

①　安全上のご注意
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② 安全に関して守っていただきたい事項 

 

 

 

危険 重大な人身事故を避けるため、必ずつぎのことをお守りください。 

●この溶接機は安全性に十分配慮して設計・製作されておりますが、ご使用にあたってはこの取扱説明書の注 

意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと、死亡または重傷などの重大な人身事故を引 

き起こす場合があります。 

●入力側の動力源の工事、設置場所の選定、高圧ガスの取扱い・保管および配管、溶接後の製造物の保管およ 

  び廃棄物の処理などは、法規及び貴社社内基準に従ってください。 

●溶接機や溶接作業場所の周囲には、不用意に人が立ち入らないようにしてください。 

●心臓のペ－スメ－カを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の溶接機や溶接作業場所の周囲に近 

  づかないでください。溶接機は通電中周囲に磁場を発生し、ペ－スメ－カの作動に悪影響を及ぼします。 

●この溶接機の据付け・保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格者または溶接機をよく理解したが行 

  ってください。 

●この溶接機の操作は、安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解し、安全な取扱いができる知識と技 

  能のある人が行ってください。 

●この溶接機を溶接以外の用途に使用しないでください。 

 

 

 

危険 感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。 

 

＊二次導体以外の帯電部に触れると、致命的な感電ややけどを負うことがあります。 

＊二次導体の両端に同時に手を触れると電撃を受けることがあります。 

 

●溶接機には、電気工事士の資格を有する人が法規(電気設備技術基準)に従って接地工事を行ってください。 

●据付けや保守点検は、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力側電源を切って、５分以上経過してから行 

ってください。入力側電源を切っても、コンデンサは充電されていることがありますので、充電電圧が無 

いことを確認してから、作業を行ってください。 

●ケ－ブルは、容量不足のものや、損傷したり導体がむきだしになったものを使用しないでください。 

●溶接機のケ－スやカバ－を取り外したまま使用しないでください。 

●破れたり濡れた手袋を使用しないでください。常に乾いた絶縁手袋をしてください。 

●保守点検を定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。 

●冷却水はその抵抗が5000Ω・cm以上で、沈殿物の少ない良質の水を使用してください。 

●ケーブル、空圧ホース、冷却水ホースなどを準備される場合は、所定の負荷や圧力に充分耐えるものを使 

  用してください｡ 

●使用していないときはすべての装置の電源を切ってください。 

 

②　安全に関して守っていただきたい事項
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② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき） 

 

 

危険 電極の間に指や手などを入れないでください。 

 

＊電極の間に指・手・腕など体の一部を入れると電極に挟まれ、 

  けがや骨折をします。 

●電極の間に指・手・腕など体の一部を入れないでください。 

●電源を投入するときや圧縮空気を供給する場合は、溶接機周辺の安全を確認してから行ってください。 

●溶接機を使用しないときは、すべての装置の電源を切り、圧縮空気・冷却水を止めてください。 

 

 

注意 
溶接で発生するチリ（スプラッシュ、スパッタ）・騒音からあなたや 

他の人々を守るため、保護具を使用してください。 

 

＊飛散するチリは、目を痛めたりやけどの原因になります。 

＊騒音は、聴覚に異常をきたすことがあります。 

●飛散するチリから目を保護するため、保護めがねを使用してください。 

●保護手袋、長袖の服、皮前かけなどの保護具を使用してください。 

●溶接作業場所の周囲に保護幕を設置し、チリが他の人々に当たらないようにしてください。 

●騒音が高い場合には、防音保護具を使用してください。 

 

 

危険 火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。 

 

＊チリや溶接直後の熱い母材は、火災の原因になります。 

＊ケ－ブルの不完全な接続部があると、通電による発熱によって、 

  火災を引き起こすことがあります。 

●飛散するチリが可燃物に当たらないよう、可燃物を取り除いてください。取り除けない場合は、不燃性カ 

  バ－で可燃物を覆ってください。 

●可燃性ガスの近くでは、溶接しないでください。 

●溶接直後の熱い母材を可燃物に近づけないでください。 

●ケ－ブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。 

●溶接作業場の近くに消火器を配し、万一の場合に備えてください。 

 

 

危険 
取扱説明書に記載されている、保守・点検（メンテナンス）以外に 

スポット本体、制御装置、および周辺機器の改造はしないでください。 

感電、火災、破損、故障、誤動作の恐れがあります。 

②　安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき） 

 

ご参考 
※１据付け・操作・保守点検・修理に関する関連法規・資格など 

  (1)据付けに関して 

        ＊電気設備技術基準   第１０条    電気設備の接地 

                第１５条  地絡に対する保護対策 

        ＊電気設備の技術基準の解釈について   第１９条   接地工事の種類 

                       第２９条  機械機具の鉄台および外箱の接地 

第４０条    地絡遮断装置等の施設 

         平成９年５月制定の「電気設備の技術基準の解釈について」では、 

         接地工事の種類が次のように変更になっています。 

        特別第３種接地工事→Ｃ種接地工事 

        第３種接地工事         →Ｄ種接地工事 

       ＊労働安全衛生規則       第３３３条  漏電による感電の防止 

       ＊接地工事  ：電気工事士の有資格者 

    ＊関連規格 ：ＪＩＳ Ｃ ９３０５ 抵抗溶接機通則 

 (2)保守点検、修理に関して 

       ＊溶接機製造者による教育または社内教育の受講者で溶接機をよく理解した者 

 

※2 保護具等の関連規格 

  ＪＩＳ Ｚ ８７３１  騒音レベルの測定方法 

  ＪＩＳ Ｚ ８７３５  振動レベルの測定方法 

  ＪＩＳ Ｔ ８１６１  防音保護具 

 

注）法規や規格は改廃することがありますので、必ず最新版をご参照ください。 
 

②　安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき） 

 
２．１ 使用上の注意 

 

● 溶接機内部、溶接機後方の端子台、及び端子台に接続されたケーブルには、高電圧がかかります。 

電源投入後は絶対に触れないでください。溶接機内部を点検する時は、必ず電源を切って５分以上経過 

したのち行ってください。 

● 溶接機後方の端子台に触れる可能性がある場所に物は置かないでください。 

● 必ず接地を行ってください。 

 

 

２．１．１ ご使用前に 

（１） 取扱説明書をよく読んでからご使用ください。 

（２） 納入された電源等に損傷がないか確認してください。 

（３） 入出力線の配線が正しいかどうか確認してください。 

 

２．１．２ 使用環境に関する注意 

（１） 次のような場所での使用は避けてください。 

① 高温、多湿の場所 

② 振動や衝撃の多い場所 

③ 薬品の気化中や、薬品、水のかかるような場所 

④ 金属ゴミが溶接機内部に入るような場所 

⑤ 高周波発生源が近くにある場所 

⑥ 他の溶接機のチリや、アーク溶接機のスパッタがあたる場所 

 

２．１．３ 設置場所・電源・入力についての注意 

（１） ガタの無い場所に設置してください。 

（２） 定格以上の電源電圧、入力電圧は絶対に入力しないでください。 

 

２．１．４ その他の注意 

（１） 溶接機外部の汚れは乾いた布で拭き取ってください。 

（２） 勝手に分解や改造をしないでください。 

（３） 冷却水の電気抵抗率は ５０００Ω･ｃｍ以上で、沈殿物の少ない良質の水を使用してください。 

（４） 冷却水の入水温度は３０度以下としてください。 
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③ 概要・接続方法 

 
３ 概要・接続方法 

 

３．１ 概要 

スーパータイマーＲ－５０Ｔは、電子式サイリスタ制御を搭載した、低価格抵抗溶接制御装置です。 

定置スポット溶接機の制御に十分な機能を備えております。 

 

３．２ 接続方法 

 コンタクタ－と専用のコネクタにより接続されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CO
N1
 

CO
N2
 

６Ｐコネクタ 

１２Ｐコネクタ 

コンタクタ－より 

③　概要 ・ 接続方法
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④ 操作方法 

 
４ 操作方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

溶接シーケンス表示ランプ 

通電時間設定パネル 

溶接電流設定パネル 

アップスロープ設定ＶＲ 

休止時間設定ＶＲ 

初期加圧時間設定ＶＲ 

保持加圧時間設定ＶＲ 

溶接条件を設定し、溶接時に動作を 
確認できます。また、エラー表示や周波数な

どの情報が表示されます。 

溶接電流、通電時間以外の条

件を設定する部分 

制御装置の電源の入／切や、 
繰返しなど、動作条件を設定する 
ｽｲｯﾁ類が配置されています。 

電源スイッチ 
溶接電源ランプ 

溶接／試験スイッチ 
繰返し／単溶接 
スイッチ 

④　操作方法
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④ 操作方法（つづき） 

 
４．１ 電源投入時 

    このタイマーでは、時間はサイクルで設定するようになっています。そして、溶接電源の周波数を 

   自動認識する機能がついています。そのため、電源が６０Ｈｚ／５０Ｈｚであるかで時間設定が変化します。 

   そのため、タイマー制御電源投入時には、以下のような表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２ エラーの表示 

   エラーとして表示されるのは、３種類あります。 

  a)同期入力なし 

・ 溶接電源を投入しないまま、タイマーの制御電源を投入し、「溶接・試験スイッチ」を「溶接」側に 

設定した状態で表示されます。「溶接・試験スイッチ」を「試験」側に設定すると表示は通常どおりと 

なり、加圧試験を行うことができます。 

   エラー表示がでた状態で、足踏みスイッチを踏んでもＳＱランプが点灯するのみで、溶接は行いません。 

   足踏みスイッチを放すと、ＳＱランプは消灯します。 

   ・溶接電源を投入すると、自動で復帰します。 

 初期設定値を表示 

電源投入時よりフットスイッチを押しつづけると、エラー２を表示する。又は、

フットスイッチ開放で、解除される。 

 同期異常を表示（溶接モードの時） 

全点灯（約2秒間） 

a)同期が正常(溶接電源ランプ点灯)  b)同期入力異常（溶接電源ランプ点灯しない） 

溶接電源投入で自己復帰 
 試験モードの時は、 
 通常表示へ移行 

溶接モード：溶接／試験スイッチが「溶接」側 
試験モード：溶接／試験スイッチが「試験」側 

④　操作方法 （つづき）
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④ 操作方法（つづき） 

 

  b)溶接起動保持警告 

足踏みスイッチを踏んだまま、タイマーの電源を入れると、電源周波数の表示後、この表示を保持 

します。この表示は、電源投入後の予期しない起動を防ぐものです。解除するには足踏みスイッチを 

放してください。 

 

  ｃ)温度異常表示 

   コンタクタ－、及び溶接トランスに備え付けられたサーマルスイッチが作動すると過負荷状態と判断し、 

   タイマーの動作を停止し、安全な温度に下がるまで保持します。このエラーは自動で復帰します。 

   ただし、溶接途中で発生した場合には、足踏みスイッチを放すようにしてください。 

 

４．３ 溶接電流調整 

パネルに配置されたスイッチで表示を １～９９％の範囲に設定します。 

実際の電流範囲はスポット溶接機により変わりますが、定格最大の約１５％～１００％範囲を 

調整できます。 

   設定 １％ －＞ 定格最大電流の約１５％ 

   設定９９％ －＞ 定格最大電流の１００％ 

４．４ 通電時間設定 

溶接電流の通電時間をサイクル数で設定します。１～９９サイクルの間で設定可能です。 

 

４．５ 溶接シーケンス確認ランプ 

   溶接時の動作を各ランプにより確認できる表示です。 

   表示は、以下のようなシーケンスに対応しております。 

 

 

 

 

 

 

４．６ 溶接電源ランプ 

このタイマー装置の制御電源は、溶接機の電源と別になっており、このランプの点灯により溶接電源が供給されてい

るかどうかを確認できます。 

ＳＱ ＷＥ ＯＦ ＨＯ 

休止期間（繰返しモード時のみ有効） 

保持加圧期間 

溶接通電期間 

初期加圧期間 

④　操作方法 （つづき）
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④ 操作方法（つづき） 

 

４．７ ＶＲとスイッチ 

a)初期加圧時間VR 

 足踏みスイッチを踏んでから電極が降りてスポット電流が流れ始めるまでの時間調整を行います。 

時間が短すぎると、電極が接触する前に通電が始まるため、チリや火花発生の原因となりますので、ご注意ください。 

b)保持加圧時間VR 

溶接電流の通電が終了してから、電極が上がり始めるまでの時間を調整します。 

ｃ)休止時間VR 

繰返し運転時に使用します。保持加圧時間が終わり、再び加圧が始まるまでの時間を設定できます。 

d)アップスロープVR 

 スポット溶接電流の流れはじめを徐々に大きくし急な加熱を防ぎ、チリや火花の発生を無くし良好な溶接部が得られ

るアップスロープを設定します。 

 亜鉛メッキ等の表面処理鋼鈑に効果があります。ただし一般の磨軟鋼板では、「１」を設定するようにしてください。 

なお、アップスロープの時間は通電時間設定に含まれますので、以下のような設定になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参考）磨軟鋼板で火花が多く発生するのは以下のような場合です。 

 イ）電極加圧不足 

 ロ）スポット電流が大きすぎる 

 ハ）表面状態が悪い 

 ニ）電極チップ不良 

e)溶接／試験スイッチ 

 加圧試験を行う試験モードと、溶接を行う溶接モードを切り替えるスイッチです。 

 繰返し時には、足踏みスイッチを放すまで、モードの設定を保持します。 

f)繰返し／単溶接スイッチ 

 単溶接と繰返しを切り替えるスイッチです。溶接動作中は、「繰返し」から「単溶接」への切り替え 

 のみ可能となっています。「単溶接」から「繰返し」への切り替えでは足踏みスイッチを放してください。 

通電時間 

アップスロープ 

④　操作方法 （つづき）
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④ 操作方法（つづき） 

 

４．８ 溶接のシーケンス 

a)試験モード（単溶接）  溶接／試験スイッチ…試験：繰返し／単溶接スイッチ…単溶接 

 

 

 

 

 

 

b) 試験モード（繰返し）  溶接／試験スイッチ…試験：繰返し／単溶接スイッチ…繰返し 

 

 

 

 

 

c)溶接モード（単溶接） 溶接／試験スイッチ…溶接：繰返し／単溶接スイッチ…単溶接 

 

 

 

 

 

 

d)溶接モード（繰返し）  溶接／試験スイッチ…溶接：繰返し／単溶接スイッチ…繰返し 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

通電、保持加圧期間のみ 

足踏みスイッチの自己保持がかかる。 
保持加圧時間ＶＲ 

で設定 

初期加圧時間ＶＲ 

     で設定 

通電時間 

足踏み 

スイッチ 

溶接電流 

(無し) 

加圧 

足踏みスイッチ 

溶接電流 

(無し) 

加圧 

休止時間ＶＲで設定 

足踏み 

スイッチ 

溶接電流 

加圧 

通電時間 

溶接電流 

加圧 

休止時間ＶＲで設定 

足踏みスイッチ 

④　操作方法 （つづき）
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⑤ 保守・点検 

 
 

 
感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。 

 

● 溶接機の内部・外部とも、帯電部には触れないでください。 
● 溶接機内部の部品に触れるときは、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電源を切って

から行ってください。 
● 保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。 
● 保守点検・修理は安全を確保するため有資格者や溶接機をよく理解した人が行ってくださ

い。 
● 保守点検は必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電源を切って、５分以上経過してから

行ってください。入力電源を切っても、コンデンサは充電されていることがありますので、

充電電圧が無いことを確認してから作業してください。 

 

強制 
 溶接機本体は必ず接地してください。 

 ケーブル太さ ：１４ｍｍ２以上 
 
 
  

 
Ｄ種接地工事：２００Ｖ系 
Ｃ種接地工事：４００Ｖ系 
● 接地しないと感電することがあります。 

 
 

● 溶接直後は溶接機のトランジスタ、抵抗など主回路の部品は、温度が非常に高くなってい

ます。点検・修理をするときにこれらの部品に触れるとやけどを負うことがありますので

十分に冷えてから触るようにしてください。 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ● 溶接条件メモリ機能により記憶された溶接条件（電子情報）は、静電気の発生や衝撃、

修理などによって影響を受け、記憶内容が変化したり消失したりする可能性がありま 

す。重要な情報は必ず控えを取っておいてください。 

● また、修理による電子情報の変化・消失について、当社はいっさい責任を負いかねます

のであらかじめご了承ください。 

  

 ● 取扱説明書に記載されている、保守・点検（メンテナンス）以外にスポット本体、制御

装置、および周辺機器の改造はしないでください。感電、火災、破損、故障、誤動作の

恐れがあります。   

注意

注意

危険

危険

⑤　保守 ・ 点検
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⑤ 保守・点検（つづき） 

 
５．１ 保守・点検 

 
溶接機を安全に効率よく使用するために、定期的な保守・点検を心がけるようにしてください。 
各点検の前には必ず感電を避けるために、配電盤によりすべての入力電源を切ってから行ってください。 
 

５．１．１ 毎日の保守・点検 

（１） 異常な振動、うなり、臭い、発熱（導電部）、エアもれ、水もれはありませんか。 
（２） 溶接機本体のアースは外れていませんか。 
（３） ケーブル接続部に異常な発熱はありませんか。 
（４） スイッチに動作不良はありませんか。 
（５） ケーブルの接続および絶縁は完全ですか。 
（６） ケーブルに断線しかけているところはありませんか。 
（７） ケースアースは外れていませんか（故障や誤動作の原因になります。） 
（８） 冬季には、作業終了後に冷却水入口より圧縮空気（0.3Mpa以下）を入れて完全に排水してください。 

冷却水が凍結してトランスやホースなどが破損する恐れがあります。 
 

５．１．２ ６ヶ月毎の保守・点検 
 
（１） 入力信号のケーブルがゆるんでいないか点検してください。 
（２） 溶接機の内部に堆積したほこりを乾いたエアーにて吹き飛ばしてください。 
（３） 溶接機は完全に接地されているか確認してください。 
（４） 入出力信号の接続部分の締付ボルトが、緩んでいないか点検してください。 

 
５．１．３ 保守点検の注意事項 

 

① 溶接機内部の保守・点検の際は、電源スイッチを切っても内部に電圧が印加されているため必ず 
溶接機とＡＣ１００Ｖの電源を切り、５分以上経過した後、行ってください。また、点検中に誤って 
入力側開閉器が入ることのないようご注意ください。 

② プリント板のコネクタは、プリント板に印刷してあるコネクタ番号とコネクタに表示してあるコネクタの番号

を合わせて、カチッと音がするまで確実に接続してください。差しまちがえ

るとプリント板および本体を損傷することがあります。 
③ プリント板のコネクタをはずしたままで、電源を絶対に入れないで 

ください。 
④ パネルシートを清掃する場合には、シンナー、           ト

トリクロルエチレン、ガソリンその他の有機溶剤を         使

用しないでください。 
 

１

CN1

コネクタ番号を

合わせて接続 
してください 

⑤　保守 ・ 点検 （つづき）
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⑥ パーツリスト 

 
６ パーツリスト 

６．１ 部品番号リスト 

 

● 補修に必要な部品は、機種名、品名、部品番号(部品番号のないものは仕様)をお買求めの販売店または営業所

にお申しつけください。 
●部品の供給年限に関して 
本製品の部品の最低供給年限は、製造後７年を目安にしております。 
ただし、他社から購入して使用している部品が供給不能となった場合には、 
その限りではありません。 

 

 

 符      号 部品番号 品    名 仕       様 数量 備  考 

PCB1 2K3100-0P181 ﾌﾟﾘﾝﾄﾊﾞﾝ TP-181-01 １  

PCB2 2K3100-0P182 ﾌﾟﾘﾝﾄﾊﾞﾝ TP-182 １  

F1 1P2110-1R001 ﾋｭｰｽﾞ 250V 1A (10.3×38) １  

F2 1P2106-1R003 ﾋｭｰｽﾞ 125V 1A (6.4×30) １  

T1 STR50T-02002 R-50T ﾄﾞｳｷﾄﾗﾝｽ 12-9277 １  

T2 STR50T-02001 R-50T ｾｲｷﾞｮﾄﾗﾝｽ 11-9278 1  

ﾊﾟﾈﾙｼｰﾄ STR50T-02003 ﾊﾟﾈﾙｼｰﾄ (R-50Tﾖｳ) 21-7774 1  

ﾂﾏﾐ1,2,3 1P41KS-22001 ﾂﾏﾐ MSSB-2SK-Sｸﾛﾌﾞﾗｽﾄ(MSS-2S) 3  

ﾂﾏﾐ4 1P41KS-15000 ﾂﾏﾐ MSS-1S (3ﾏﾙ) 1  

ｽｲｯﾁ1 1S1222-060R1 ｽｲｯﾁ JW-S21RRK 1  

ｽｲｯﾁ2,3  1S71NB-000B1 ｽｲｯﾁ    DS-850K-F1-00 2  

VR1～VR4 4501-039 ｶﾍﾝﾃｲｺｳ RV24YN20SB5Kｵ-ﾑ 4  

 

 

 
 
 
 
 

⑥　パーツリスト
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⑦ 仕様 

 
７．１ 仕様 
    形          式                 Ｒ－５０Ｔ 

定格入力(制御電源)   ＡＣ１００Ｖ±２０％ ５０／６０Hz  単相 

通電方式  同期式、電源電圧補償機能付 

同期入力 
 ＡＣ２２０Ｖ／４４０Ｖ＋１０％－１５％  単相 

（コンタクタより供給） 

溶接電流設定  １～９９％（最大定格電流の約１５％～１００％） 

通電時間  １～９９サイクル 

初期加圧時間設定  ３～１２０サイクル 

保持加圧時間設定 

休止時間設定 
 ３～６０サイクル 

アップスロープ  １～５サイクル 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）     １２１×２１０×２９２ 

質    量     ３．５㎏ 

 

 
 
 
 
 

⑦　仕様
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⑦ 仕様（つづき） 

 
７．２ 総合電気接続図 
 
 
 
 
 
 
 

⑦　仕様 （つづき）
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⑦ 仕様（つづき） 

 
７．３ 外形図 
 
 
 
 
 
 

⑦　仕様 （つづき）
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⑧ アフターサービスについて 

 
 
◆保証書 

（別に添付しております。） 
保証書は必ず内容をよくお読

みの上、大切に保管してくださ

い。 
 
なお、保証登録票は必要事 

 項をご記入の上、必ず弊社 
 までご返却ください。 
 
 

◆ 修理を依頼されるとき 
１． 修理のご用命は、ダイヘン

テクノスの各サービスセン

ターへご連絡ください。 
 
 

 
２．連絡していただきたい内容 
 
 
 

 
 
 
 
 

・ご住所・ご氏名・電話番号 
・形式 
・製造年・製造番号 
・ソフトウェアバージョン 
・故障または異常の 
 詳しい内容 

⑧　アフターサービスについて
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